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概要  本稿では、平成１９年３月に全面的な更新作業を行った、基幹ネットワークシステム

に関して、システムの概要と仕様について報告する。 
 
１．はじめに ット３を継承することを前提に考えた。具体的に

は、以下のような条件にまとめることができる。  津山高専においては、学内中にネットワーク網

が張り巡らされ、教職員の業務や学生の勉強・研

究活動などにて活用されている。ネットワークの

必要性はますます高まり、もはやライフラインの

１つであると言っても過言ではない。 

 
・ つなネット４は、基幹部分はギガビットイー

サスイッチによって構成する。 
 
・ 総合情報センターに設置するセンタースイッ

チを中心にして、校内の主たる棟にフロント

スイッチを各１台設置し、冗長化した光ファ

イバ接続を行う。通信方式は 1000Base-SX と

する。 

 このネットワークシステムは、当初は試行的な

もの（第 1 世代ネットワークシステム、通称「つ

なネット※１」）に端を発するが、平成７年にATM
スイッチを中心とするシステム（つなネット２）

へと全面的に更新された。この後、ATMスイッチ

の経年劣化による故障や、マルチメディア情報転

送に対する帯域不足が問題となり、平成１４年に

ギガビットイーサスイッチを中心とするシステ

ム（つなネット３）へと再度全面更新された。 

 
・ 各棟においては、各階にエッジスイッチを各

１台設置し、近隣のフロントスイッチとツイ

ストペアケーブル(CAT-5e)を用いて接続する。

通信方式は 1000Base-T とする。  つなネット３では、帯域不足の問題は生じてい

なかった。しかしながら、平成１９年４月には導

入後５年を経過することとなり、また、平成１８

年頃から周辺部のネットワーク機器の故障が頻

発するようになってきていた。もしも基幹中央の

ネットワーク機器が故障した場合には、直ちにネ

ットワークが停止することが懸念された。昨今、

WWW や電子メールの重要性は高くなっており、

ネットワークの停止は学校業務全体の即停止を

意味し、ディジタル社会から隔離されてしまうこ

とになる。そこで、このような問題の解決を図る

ため、平成１８年度末に３度目の全面更新を行う

ことになった。 

 
・ VLAN 等の機能は利用せず、例えば学科等の

セグメンテーション分割をすることなく、学

内においてはどこに移動してもシームレスな

ネットワーク接続ができるようにする。 
 
・ 故障時には、代替装置を接続すれば、直ちに

復旧できるように、各装置には特別な設定は

しない。 
 
 図示するほどではないが、各スイッチの接続関

係の概要は、以下のモデル図のようになっている。 

 
CSW FSW ESW２．新システムの概要 

 先述のように、今回の目的はあくまでも経年劣

化した機器を更新することにある。それゆえ、基

本的なネットワーク接続形態については、つなネ

                                                  
※ つなネット：「つな」はTsuyama National 
College of Technology から、「ネット」はNetwork 
Systemから、もじって名づけられた本校の基幹ネ

ットワークシステムの名称 

 
 

図１ つなネット４のモデル図 
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なお、図中の CSW / FSW / ESW は、それぞれセ

ンタースイッチ／フロントスイッチ／エッジス

イッチを意味している。 
 また、今回の更新の機会に併せて、以下のよう

な要望にも応えることにした。 
 
・ 体育館、第 1 実習工場、第 2 実習工場、学生

寮、専攻科特定研究用の末端ネットワークに

ついては、100Base-FX 付のエッジスイッチ

２を用いて、更新する。 
 
・ システムの一部機能として、ネットワーク機

器の停止など、異常検出ができるようにする。 
 
・ IEEE802.11a/b/g に対応した無線 LAN シス

テムを備える。 
 
３．各スイッチの仕様 

 先に記した条件の下、導入された各機器の仕様

は以下のとおりである。 
 

表１ センタースイッチ 
メーカ 日本ヒューレットパッカード 
型番 ProCurve 5406zl 
ポート数 1000Base-SX（mini-GBIC） 

１２ポート 
スループット 最大 214 Mpps 
設置台数 ２台 
その他 L3SW 

ライフタイム保障あり 
 
 まず、センタースイッチの仕様を表 1 に示す。

つなネット４においては、IEEE 802.1w Rapid 
Spanning Tree Protocol [1] を用いて２台のセン

タースイッチを冗長化して運用している。 
また、仕様書には明記しなかったが、当該メー

カでは当製品を使っている限り、故障時の無償交

換をしてくれる「ライフタイム保障」が謳われて

いる。そのため、導入後のスイッチ故障への修理

コストが発生しないという予期していなかった

重要なメリットがある。 
当スイッチは、種々のモジュールを組み合わせ

る製品である。それ故、例えば 10Gbps のポート

を設けたり、ポート数を増やしたりすることが可

能である。今回の更新では、あくまでも要求に沿

った最低限度のポート数／通信速度ということ

で、表中に示すような構成とした。 
 
 

表２ フロントスイッチ 
メーカ 日本ヒューレットパッカード 
型番 ProCurve 2824 
ポート数 1000Base-SX（mini-GBIC） 

３ポート 
10/100/1000Base-T 
２１ポート 

スループット 最大 34.65 Mpps 
設置台数 １１台 
その他 準 L3SW 

ライフタイム保障あり 
 
 フロントスイッチの仕様を表 2 に示す。この製

品は、20 個の 10/100/1000 専用ポートと、４個の

デュアルパーソナルポートを備えている。我々は、

このスイッチに mini-GBIG モジュールを３個取

り付けている。 
 また、このスイッチについても、同じくライフ

タイム保障が付属している。 
 

表３ エッジスイッチ１ 
メーカ 日本ヒューレットパッカード 
型番 ProCurve 1800-24G 
ポート数 1000Base-SX（mini-GBIC） 

１ポート 
10/100/1000Base-T 
２３ポート 

スループット 最大 35.7 Mpps 
設置台数 ３９台 
その他 L２SW 

ライフタイム保障あり 
 
 各建物の各階は、エッジスイッチ１によって各

階の LAN が構成されている。そのスイッチの仕

様は表３のとおりである。この製品では、22 個の

10/100/1000 専用ポートと、２個のデュアルパー

ソナルポートを備えている。我々は、このスイッ

チに mini-GBIG モジュールを１個取り付けてい

る。 
 このスイッチにも、他のものと同様に、ライフ

タイム保障が備わっている。 



 
表４ エッジスイッチ２ 

メーカ 日本ヒューレットパッカード 
型番 ProCurve 2124 
ポート数 100Base-FX １ポート 

10/100Base-T ２４ポート 
設置台数 ８台 
その他 Unmanaged SW 
 
体育館、第 1 実習工場、第 2 実習工場、学生寮、

専攻科特定研究用の末端ネットワークについて

は、利用者数は多くはない。また、建物が散在し

ているため、光ファイバで接続する必要があった。

当初は、他と同様に 1000Base-SX での接続を検

討したが、光路長が長い箇所があるため、止むを

得ず 100Base-FX で接続することにした。これ

には、エッジスイッチ２を用いている。 
エッジスイッチ２の仕様を表４に示す。この製

品では、24 個の 10/100 専用ポートと、１個のト

ランシーバポートを備えている。我々は、このス

イッチに 100Base-FXモジュールを１個取り付け

ている。 
また、他のスイッチと異なり、安価な製品なの

で特殊な設定は一切できず、単純なスイッチング

ハブとなっている。 
 

４．その他の構成機器 

スイッチ以外に併せて導入したものとしては、

ネットワーク監視装置と、無線 LAN システムが

ある。 
ネットワーク監視装置には、種々の機能が備わ

っており、その選定には頭を悩ますところである。

今回の導入に当たっては、(1)各ネットワークスイ

ッチの死活状況を確認できること、(2)Windows 
OS 上で動作するソフトウェア型であること、(3)
監視対象デバイス数は無制限であること、以上３

つ の 条 件 を 鑑 み 、 Ipswitch WhatsUp 
Professional 2006 [2]を採用した。 
 当該ソフトウェアは、標準の監視デバイス数は

100 のようであったが、その数を無制限としても

初期価格の倍額までにはならない。また、本校の

ネットワークはプライベート IP アドレスで運用

している為、基本的に学外からの不正アクセス等

は考えなくて良い。それ故、よほどの深刻な問題

が発生しなくても、ソフトウェアの更新をしない

でも、十分にネットワーク監視ができると考える。

そこで、サービスアグリメントというソフトウェ

ア更新権利の追加購入は、今のところ全く考えて

いない。 

 無線 LAN システムについては、予算的な余裕

があれば本格的な業務用の製品を導入したいと

望んでいた。しかしながら、予算の都合上、安価

な個人用の製品を組み合わせることにした。 
 旧システム（つなネット３）でも、無線 LAN
システムは包含していた。しかしながら、スイッ

チ以上に経年劣化による故障が多発しており、晩

年はサービスを行うことがほとんど不可能な状

況になっていた。また、導入当時は通信の安定性

を考慮して、802.11a 専用機器を設置したが、

PDAやノートPCで802.11b/g にのみ対応してい

る製品へサービスができないことが問題であっ

た。 
つなネット４にて導入した無線 LAN のアクセ

スポイントを表５に示す。 
 

表５ 無線 LAN 用アクセスポイント 
メーカ アイ・オー・データ機器 
型番 WN-WAPG/A 
無線方式 IEEE 802.11a/b/g 
設置台数 20 台 
その他 別売 PoE 対応 

統合管理機能内蔵 
 
 この製品は、WWW ベースの管理機能を内蔵し

ており、同一シリーズの機器を統合して一括管理

できる「AirPort Administrator」も内蔵している。

これにより、例えば MAC アドレス制限を行う際

に、設定用の CSV ファイルを各アクセスポイン

トに一括して登録することができ、管理の手間を

省力化できる。また、PoE に対応していることも

ありがたいものであった。 
 ただし、設定内容に問題があったのか、旧方式

の 802.11a の製品との通信ができず、またアクセ

スポイントによっては通信が不安定であったり

しており、今現在も調整をしながらの運用状態で

ある。 
 
５．まとめ 

 本報告では、平成１９年３月に新基幹ネットワ

ークシステム（つなネット４）について、まずは

更新に至った背景を説明した。 
次に新システムの概要を説明した後、各スイッ

チの仕様を述べた。今回導入されたものの殆どに、

その製品を使っている限りは故障時の無償交換

をしてくれる特別な保障制度が備わっていたこ

とが、特筆に価する。 
また、スイッチの更新に併せて、ネットワーク

監視装置と無線 LAN システムも導入した。これ



らについても簡単な紹介を記した。 
 このシステムを運用してから３ヶ月間が経過

したが、今のところ大きな問題は発生していない。 

このまま、システムが安定運用し続けることを切

に願っている。 
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